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育 林 研 究 室

A主 要林木の育種に関す る研究
宮 島 寛

汰 木 達 郎

竹 原 幸 治

スギ品種の蒐集/

侮 九州林産株式会社が社有林で選披 した精英樹のつぎ木苗(九 林6号.九 林9号)の 分

譲をうけたのでこれの集糖を行准つを。

{2}ア イチスギ(溺 名 イボスギさし木苗)を 林業試験場闘西支謬 よb分 譲 をうけたので集

植を行 宏つた。

〈3}精 英樹名変更 先年関西林木育種場山陰支場 よ珍分譲 をうけた沖の幽5号 搬鳥取署

粕5号 へ,沖 の山8号 は鳥取署 鴇4号 へそれぞれ名称が変更され漁o

2優 良実生苗 による選抜 ・

これまで,優 良麺木品種お よび一般実生林か ら選抜毒れ尭精英樹候補木の誌し木,つ ぎ

木苗の蒐集を行なつて.き喪力{,精 英樹の選抜はそのほ とんどが実生林か らの選抜であるζ

とからして種子による選抜に対しても霞ちに検討を加陵る必要があると考誇 られる。そのた

め優良母樹林 よ珍値体男llに種子の採取を行ないその発芽,生 長,変 異のゆをしらべ,種 子

による選抜の基礎的データを得 ようと試みた。

脚 奈良爆吉野麹方母樹林採取の実生笛.奈 良擦吉野雛一帯のいわゆる吉野林業の地域に

存在するスギbヒ ノキの母樹林 よb個 体別にスギ14,ヒ ノキ9系 統の種子 を採取 しこ

れを奈良 《奈良学芸大学苗懸),盛 鴎(岩 手大学農学部苗畑)福 岡(九 大粕屋演習林苗

畑)の 三 ケ所でま嚢つけ,当 面苗畑に海ける環境のちがいによる発芽,生 育,飼 体の変

異等 を比較検討 しようとするものである¢霊らにこれは毎年母樹 より採壌 し,そ の種子

を数年悶連続播種 し.年 次のちがいによる種 々の変異 をも観察 しようとするものである。

{2}奈 良際吉野郡北科山林蕨有の82年 生精英樹候補木の実生苗 憩o本 を奈良学芸大学 よ

り分譲 を受け苗畑に移植 し費。

{31奈 良春欝幽天然杉最大塞(推 定樹令8oo年)の 枝葉の分譲を うけそのさし木 と接木を

行 なつた。



5.ヒ ノ キの樹令励,づ ぎ木〉:・ 一ンの集植 ・母樹隼令(つ ぎオ:当時 汐58,4月 現 在8,壌

4,25,ろ5,55年 生)別 に各4本 つつ計20ク ロー-tsンのつ ぎ木苗 を集 植 し,採 種

(採 種)園 を設定 し鳥

B省 力的育林技術 に関する研究
宮 島 寛

汰 木 達 郎

竹 原 幸 治

慈嬢除草の時期,お;獄 と苗木¢生育との驚係

林業苗畑の雀力牝 とい うき化学的た藤草獄御であるところの除革潮の適用のみを問題 と

する傾向が強 ぐ.生 態的な除葦方法の辞究は不充分であると言糞る。庫試験は このような

藪点 よ}も る時期の雑草の有無ガ醤ホの生育生存にどの ような影響を与タるか∫いいか跨

ると,ど の時期の除草が蝦も勘果的であるかを弱らかにナることを§的 としてヒィキの播

種床に於1ハて行力つを○

方 法

試欝区ぼ粕屋濫焔の 搾6湾 年5月 掻種の ヒノキ鑑種床に設定 した。ところでヒノキの

雌 に難 樹発生当初 よ順 郵 での騨 力・とぐに辮 するものと考ん ヒノキ稚樹の 時

発生 ・生長の経邉か ら考2て ζの期聞 を初期 蕊く羅麟 発生 。生長期).中 期B(生 長旺

盛期)、 後糊O(弦 長緩慢期)の ろつに大別,こ の三つの期間の除草の組み合せの試験

区を設けた穏3区 の大 きさ5oik59er,.5鶴 反覆とした。雑葦は絶i乾霊を.ヒ ノキは

堀取 り後生 ・乾重,笛 高及び根長 を灘定 した。

辱結 果

ユ

1)雄 草量

除草量はその数値か らみて雑草のごく小さい時に除葦されているので ヒノキの生長

への影響は無視 して よい と考ズ られる。従つて除草期間外に発生 し允接存雑草量が成

長に影響を尋陵る艇草量であると考ヌ られる。残存雑草量は全期除草のABOを 除け

ぱηC《AB=ACくAくB〈C<Controiの 順 となり中期 と後期の除草区BCが

最 も雑草発生量が少表い ことがわかる。雑草量 こ生胃量の問には一般的に雑草量が大

選く潅る程 ヒノキ生育量が減少するとい う当然 の傾向がみ られた。

2)除 草時期 とヒノキ生育 との潤係

生育餐の差の有意差検定 をしてみると全期除草のABG区 に対 して生育本数,平 均


